
日 水月 木火 金 土

１
．
開
催
日　

　
　
　
令
和
７
年
４
月
２６
日
（
土
）

　
　
　
１０
：
００
～
１１
：
３０

２
．
場
所

　
　
　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

３
．
講
師

　
　
　
当
館
学
芸
員　
井
上
信
隆

４
．
参
加
人
数
及
び
応
募
方
法

　
　
　
先
着
６０
名
の
み
参
加
可

　
　
　
参
加
希
望
者
は
電
話
に
よ
る

　
　
　
事
前
連
絡
が
必
要　

５
．
参
加
費

　
　
　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

▲ 備え付けの防火設備を試験操作し有事の対応を確認しました ▲ 販売挨拶に見えた水上局長。グッズは当館でも取扱っています

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
４
月
５
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
４
月
12
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
４
月
19
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】
※
記
念
講
演
会
を
兼
ね
る

　
４
月
26
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。
以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物

館
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
！

★�

博
物
館
友
の
会

　

 

バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん

ウ
ォ
ー
ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
豊
み
隊
！
）
養
成
講
座

　

 

町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①

ガ
イ
ド
（
案
内
）
②
ガ
ー
ド
（
管
理
）

➂
ワ
ー
ク
（
調
査
&
学
び
支
援
）
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
・

養
成
す
る
講
座
で
す
。

★���

博
物
館
歴
史
講
座

　�

館
や
町
内
外
の
文
化
遺
産
を
題
材

に
、町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
す
。

　

 

題
材
別
に
４
教
室
が
あ
り
、
掛
け
持

ち
や
お
試
し
受
講
も
可
。
１
回
当
り

２
０
０
円
の
資
料
代
が
必
要
で
す
。

 
・
漢
詩
紀
行
講
座
（
宮
原
加
代
子
先
生
）

 
・
古
典
か
な
講
座
（
同
右
）

 

・
古
文
書
講
座　

 （
川
本
英
紀
先
生
）

 

・
み
や
こ
学
講
座
（
当
館
学
芸
員
）

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

４
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　3月2日（日）、春の全国火災予防運動にちな
み永沼家住宅で文化財防火点検式が行われま
した。当日は行政と関係者（所有者・保存協力
会員・ボランティア・地元消防団員）が一堂に会
し、文化財の防火体制を確認しました。

　2月1日（土）、観光まちづくり協会さんが制
作したみやこ町PRグッズ「漱石の似顔絵キーホ
ルダー」の販売が始まりました。猫耳姿の漱石
自画像は当館だけの激レア資料。このグッズで
町の知名度がUPするとよいですね！

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR7.3.19 現在
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博物館だより
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み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館 

「
昭
和
１
０
０
年
記
念
講
演
会
」

元
号「
昭
和
」を
考
案
し
た

　
　
　
　
　
吉
田
増
蔵
の
生
涯
と
功
績

　

今
年
（
令
和
７
年
）
は
「
昭
和

１
０
０
年
」
の
節
目
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
元
号
「
昭
和
」
を
考
案

し
た
人
物
は
、
み
や
こ
町
出
身
の
吉

田
増
蔵
で
す
。
当
館
で
は
「
昭
和
の

日
」
に
向
け
「
昭
和
１
０
０
年
記
念

講
演
会
」
を
下
記
の
内
容
で
開
催
し

ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
吉
田
増

蔵
の
生
涯
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
昭

和
」
の
元
号
及
び
「
平
成
」
に
在
位

し
た
天
皇
陛
下（
現
在
の
上
皇
陛
下
）

の
称
号
・
名
前
が
考
案
さ
れ
た
経
緯

や
時
代
背
景
な
ど
を
当
館
学
芸
員
が

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ま
た

展
示
室
の
先
人
顕
彰
エ
リ
ア
に
吉
田

増
蔵
ゆ
か
り
の
資
料
を
展
示
し
、
ロ

ビ
ー
に
は
彼
を
題
材
に
し
た
マ
ン
ガ

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
マ
ス
コ
ミ
等
で
「
昭
和
」
が
注
目

を
集
め
る
中
、
こ
の
元
号
を
考
案
し

た
町
出
身
の
先
人
に
つ
い
て
詳
し
く

知
る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
お
誘

い
合
せ
の
上
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲ 元号「昭和」と平成即位天皇陛下の称号・名前の決定シーン

▲ 吉田増蔵（1866～1941）



「
平
成
世
代
」
最
後
の
新
入
生

　

今
年
も
町
内
の
各
学
校
で
新
入
生
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
４
月
か
ら
い
よ
い
よ
「
令
和
世
代
」

が
小
学
校
へ
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
６
年
前
の
４
月
１
日
、新
元
号
「
令

和
」
が
発
表
さ
れ
、
特
に
墨
で
書
か
れ

た
「
令
和
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
た
場
面

は
、
国
内
外
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
回
は「
平
成
」の
改
元
か
ら
は
じ
ま
っ

た
元
号
発
表
方
法
の
採
択
要
因
に
、
こ

の
町
の
人
物
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

吉
田
増
蔵
と
故
郷
み
や
こ
町

　
今
年
は
「
昭
和
１
０
０
年
」
に
あ
た

る
節
目
の
年
で
す
が
、
こ
の
元
号
「
昭

和
」
を
考
案
し
た
人
物
は
、
み
や
こ
町

出
身
の
「
吉
田
増
蔵
」
で
す
。
吉
田
増

蔵
は
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
１
月
22

日
に
現
在
の
み
や
こ
町
勝
山
上
田
に
生

ま
れ
、
８
歳
の
時
に
勝
山
神
社
境
内
に

佐
藤
中
が
開
い
た
勝
山
地
域
で
初
と
な

る
小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。（
こ
の
小

学
校
は
現
在
の
黒
田
小
学
校
の
前
身
に

あ
た
り
ま
す
。）明
治
12
年（
１
８
７
９
）

度
、
完
成
し
た
マ
ン
ガ
を
教
材
と
し

て
、
町
内
に
あ
る
小
・
中
・
高
等
学
校

の
児
童
・
生
徒
９
６
０
名
と
教
職
員
84

名
を
対
象
に
出
前
授
業
な
ど
の
活
用
事

業
を
行
い
、
こ
の
地
域
の
次
世
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
に
、
こ
の
兄
弟
の
生
涯

や
功
績
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
助
成
事
業

を
活
用
し
て
全
国
の
各
自
治
体
で
製
作

さ
れ
た
１
０
０
冊
の
先
人
マ
ン
ガ
を
対

象
に
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
マ
ン
ガ
の
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
結
果
、
み
や
こ

町
の
『
吉
田
兄
弟
物
語
』
が
第
９
位
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
「
昭
和
１
０
０
年
」

を
き
っ
か
け
に
「
昭
和
」
が
い
か
に
注

目
を
集
め
て
い
る
か
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
は
世
界
唯
一

の
「
元
号
使
用
国
」
で
あ
り
、
吉
田
増

蔵
が
考
案
し
た
元
号
「
昭
和
」
は
、
62

年
と
14
日
（
２
２
６
６
０
日
）
続
い
た

こ
と
か
ら
「
世
界
最
長
の
元
号
」
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
者
を
中
心

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
「
昭
和
ブ
ー

ム
」
の
中
、
改
め
て
「
昭
和
の
原
点
は

み
や
こ
町
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
総
人
口
の
う
ち
、
昭

和
元
年
（
１
９
２
６
）
か
ら
昭
和
64
年

（
１
９
８
９
）
ま
で
に
誕
生
し
た
「
昭

和
世
代
」
が
占
め
る
割
合
は
約
68
％
と

推
計
さ
れ
、改
め
て
元
号「
昭
和
」が「
世

界
最
長
の
元
号
」
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
み
や
こ
町
先
人
顕
彰
マ
ン
ガ『
吉

田
兄
弟
物
語
』
は
、
現
在
「
み
や
こ
町

電
子
図
書
館
」
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
森
鴎
外
と
と
も
に
挑
み
、
吉

田
増
蔵
が
考
案
し
た
「
完
璧
な
元
号
」

で
あ
り
「
世
界
最
長
の
元
号
」
と
な
っ
た

元
号
「
昭
和
」
が
ど
の
よ
う
に
考
案
さ
れ

た
の
か
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
「
昭
和
１
０
０
年
」
を
機
会
に
是
非
、

閲
覧
く
だ
さ
い
。 　
　
　
　
（
井
上
信
隆
）

の
元
号
「
平
成
」
の
発
表
は
当
初
、
口

頭
で
伝
え
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
直

前
に
、
元
号
「
昭
和
」
発
表
時
に
発
生

し
た
出
来
事
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
者

に
元
号
の
文
字
や
読
み
方
を
瞬
時
に
伝

え
る
発
表
方
法
が
改
め
て
検
討
さ
れ
た

結
果
、
墨
で
書
か
れ
た
新
元
号
を
掲
げ

な
が
ら
読
み
上
げ
る
方
法
が
提
案
さ

れ
、
急き

ゅ
う
き
ょ遽
、
辞
令
専
門
職
員
に
よ
り
墨

で
書
か
れ
た
「
平
成
」
の
文
字
が
用
意

さ
れ
、
あ
の
歴
史
に
残
る
発
表
に
至
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
で
見
る
増
蔵
の
生
涯

　

令
和
４
年
度
、
み
や
こ
町
教
育
委
員

会
は
、
地
域
に
貢
献
し
た
人
物
や
、
そ

の
功
績
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
人
物

を
対
象
に
マ
ン
ガ
製
作
を
行
う
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉

人
マ
ン
ガ
の
製
作
と
活
用
事
業
」
を
活

用
し
て
、
吉
田
増
蔵
と
そ
の
兄
健
作
を

対
象
と
し
た
先
人
マ
ン
ガ
『
吉
田
兄
弟

物
語
』
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ
の
翌
年

２
月
９
日
、
行
橋
市
上
稗
田
の
漢
詩

人
、
村
上
仏
山
が
開
い
た
私
塾
「
水す

い

哉さ
い

園
」
に
入
門
し
、
こ
こ
で
漢
学
の

素
養
を
身
に
着
け
ま
す
。
明
治
16
年

（
１
８
８
３
）
に
上
京
し
、
そ
の
６
年

後
に
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ま
す
が
、
改

め
て
漢
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
明
治

43
年
（
１
９
１
０
）
か
ら
現
在
の
奈
良

女
子
大
学
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
執と

り
ま
す
。
大
正

９
年
（
１
９
２
０
）
に
は
宮
内
省
図
書

寮
の
編
修
官
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
役

職
に
増
蔵
を
推お

し
た
人
物
は
、
夏
目
漱

石
と
と
も
に
「
明
治
の
二
大
文
豪
」
と

称
さ
れ
る
森も

り

鴎お
う
が
い外
で
し
た
。

森
鴎
外
が
認
め
た
才
能

　
森
鴎
外
は
、
小
説
家
を
は
じ
め
陸
軍

軍
医
や
国
立
博
物
館
総
長
な
ど
、
様
々

な
役
職
に
就つ

い
て
い
ま
す
。
特
に
晩
年

は
、
宮
内
省
の
官
僚
と
し
て
「
元
号
の

考
案
作
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
鴎
外

は
か
ね
て
よ
り
「
明
治
は
中
国
、
大

正
は
ベ
ト
ナ
ム
で
使
用
さ
れ
た
元
号
」

と
訴
え
、「
大
正
」
に
次
ぐ
元
号
と
し

て
、
国
内
外
で
使
用
例
が
な
い
「
完
璧

な
元
号
」
の
考
案
作
業
を
「
生
涯
を

か
け
た
仕
事
」
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
彼
は
「
大
化
」
か
ら
「
明
治
」
ま

で
約
１
３
０
０
年
の
間
に
使
用
さ
れ
た

２
４
０
に
お
よ
ぶ
元
号
の
考
証
を
ま
と

め
る
た
め
『
元
号
考
』
の
作
成
に
着
手

し
ま
す
。
こ
れ
は
元
号
考
案
の
際
、
重

複
を
避
け
る
た
め
の
重
要
な
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
と
な
る
も
の
で
す
が
中
国
、

朝
鮮
半
島
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
使
用
さ

れ
た
元
号
や
そ
の
考
証
を
膨
大
な
量
の

書
物
か
ら
抽
出
す
る
作
業
は
想
像
を
絶

す
る
も
の
で
し
た
。
森
鴎
外
は
、
こ
の

作
業
遂
行
の
た
め
に
は
、
中
国
や
日
本

の
元
号
に
精
通
す
る
漢
学
者
が
不
可
欠

と
し
て
、
そ
の
人
材
を
探
し
ま
す
。
こ

の
条
件
を
満
た
し
、
森
鴎
外
が
全
幅
の

信
頼
を
寄
せ
た
人
物
が
吉
田
増
蔵
で

す
。
鴎
外
は
、
増
蔵
と
と
も
に
、
こ
の

誰
も
成
し
遂
げ
て
い
な
い
「
完
璧
な
元

号
の
考
案
作
業
」
に
挑
み
ま
す
が
、
突

然
病
に
倒
れ
ま
す
。
軍
医
で
あ
っ
た
鴎

外
は
、
自
ら
の
病
状
を
見
極
め
『
元
号

考
』
の
編
集
作
業
を
吉
田
増
蔵
に
託
し

ま
す
。
さ
ら
に
鴎
外
は
、
愛
蔵
し
て
い

た
貴
重
な
中
国
の
書
籍
な
ど
を
「
余
が

死
し
た
ら
ば
、
之
を
吉
田
増
蔵
君
に
送

る
べ
し
。
吉
田
君
の
外
、
善
く
之
を
用

ふ
る
も
の
な
し
」
と
遺
言
し
て
お
り
、

漢
学
に
精
通
す
る
森
鴎
外
か
ら
、
そ
の

才
能
の
高
さ
を
認
め
ら
れ
、
い
か
に
信

頼
さ
れ
て
い
た
の
か
を
物
語
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
「
昭
」
の
字
？

　

そ
の
後
、
増
蔵
は
鴎
外
が
望
ん
だ

『
元
号
考
』
を
完
成
さ
せ
、
新
元
号
の

草
案
作
成
に
着
手
し
ま
す
。
大
正
15
年

（
１
９
２
６)

12
月
25
日
、
大
正
天
皇
崩

御
に
よ
り
開
か
れ
た
枢
密
院
本
会
議
で

新
元
号
が
「
昭
和
」
に
決
定
し
ま
す
。

「
昭
和
」は
中
国
最
古
の
歴
史
書『
書
経
』

に
あ
る
「
百
姓
昭●

明　

共
和●

萬
邦
」
を

典
拠
に
考
案
さ
れ
た
元
号
で
す
が
、
こ

の
当
時
「
昭
」
と
い
う
字
は
一
般
的
で

は
な
く
一
部
の
人
の
み
が
知
る
特
別
な

漢
字
で
し
た
。
新
聞
報
道
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
の
当
時
、
新
聞
記
者
は
、
新

元
号
発
表
直
後
に
自
社
へ
新
元
号
「
昭

和
」
の
「
昭
」
を
「
日
へ
ん
に
召
す
」

な
ど
電
話
で
伝
え
ま
す
が
、
そ
の
相
手

に
は
伝
わ
ら
ず
、
ま
た
皇
室
関
係
の
誤

報
道
を
避
け
る
た
め
自
社
へ
戻
っ
て
伝

え
た
例
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
増
蔵

が
考
案
し
た
元
号
「
昭
和
」
は
、
森
鴎

外
が
切
望
し
た
国
内
外
で
使
用
例
が
み

ら
れ
な
い
「
完
璧
な
元
号
」
と
な
り
、

ま
た
「
昭
」
の
字
も
一
般
に
広
く
浸
透

し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
63
年
後
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吉よ
し

田だ

増ま
す

蔵ぞ
う

（
そ
の
十
四
）

ー 
吉
田
増
蔵
と「
昭
和
１
０
０
年
」 

ー

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


